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<AWCユースから> 

台湾訪問の報告会

を開きました！ 
 

9 月 ６ 日 に 京 都 市 内で 

AWC Youth の台湾報告会が

開かれました。参加者は 15 人ほどでした。報告会

では、7 月末の青年たちによる台湾訪問についての

報告が現地の写真を交えてパワーポイントを使いな

がら行われました。 

台湾訪問に際しては、まず、台湾労働党で活動す

る青年など現地の活動家との交流と討論が行われた

ことが語られ、日本の人々が自衛隊に対してどのよ

うな印象を抱いているかなどの質問が現地の青年か

らあったこと、訪問団側からは台湾における日本観

や中国の今をどう評価するかなどについての質問が

なされたことが報告されました。 

また、台湾訪問に際して台北市内の日本帝国主義

による台湾植民地統治時代の痕跡を巡り歩いたこと

や角板山で台湾の原住民であるタイヤル族に対して

日帝が行った暴虐について学んだこと、裕仁が台湾

で植樹を行い、静養していたことを知ったこと、2・

28 事件の記念館を訪問したことなども報告されまし

た。加えて、台湾労働党の関係者からは、日本では

台湾民主化を推進した勢力として評価されることの

多い民進党について、日本帝国主義による台湾植民

地統治の歴史を美化し、具体例として、台湾でダム

建設の工事を行った八田輿一が民進党政権時代に作

られた歴史教科書のなかで取り上げられたりしたこ

と、また、中国に対して敵対的な姿勢を取り、両岸

関係の緊張を高めてきたこと、日本の右翼的な政治

家との関係を深めてきたこと、例えば安倍晋三の銅

像が建てられたりしたこと、などが語られたことが

報告され、日本ではあまり語られない民進党の実情

が共有されました。 

会場からは報告を受けて活発な質問がなされ、両

岸統一を目指す台湾労働党の路線及び社会主義勢力

としての台湾労働党の中国への評価について、それ

はいかがなものだろ

うかという疑問と質

問がいくつか出たほ

か、台湾における親

日勢力がどのように

して出てきたのか、

台湾における象徴天

 
日米のアジア支配に反対し、アジア民衆の連帯を推進する日本連絡会議 
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11月 8日～11日 ２０２４韓国労働者大会 AWC 訪韓団に参加しよう！ 

今年は、全国労働者大会への参加とあわせ、西大門刑務所(日帝植民地期には抗日・左翼・独立運動家が収容

され拷問・虐殺され、軍事政権時には左翼が投獄され拷問・虐殺が行われた場所)の見学フィールドワークや、

韓国オプティカルハイテック労組(日本企業と解雇撤回争議中)との交流、AWC 韓国委との交流などを予定。 

 

11月 16日(土)、17日(日)は、２０２４岩国行動へ！ （山口県岩国市 岩国市福祉会館 3階小ホール） 

16 日 15 時 00 分～ 岩国・労働者反戦交流集会        17 時 30 分～ 全国反基地交流会 

17 日  基地フィールドワーク後、9 時 30 分～ 岩国国際連帯集会 

12 時 30 分～  屋外集会（岩国市庁舎前広場）＆岩国基地正門へのデモ 

台風の中でのフィールドワーク 
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皇制の評価はどうなっているのかについての質問も

ありました。 

会場での議論では台湾において日本による植民地

統治を美化する傾向があることや親日的な風潮があ

ることの背景としての日帝による植民地統治の内面

化の問題も共有され、台湾に対する植民地支配の引

き起こした根深い問題を日本人の側からきちんと問

い、日本帝国主義と対決することの必要性が共有さ

れました。この他、日本における台湾に対しての認

識が一方的に決め付けるものが多く、一面的に台湾

を見ないことの重要性を改めて認識したという意見

もありました。 

（AWC Youth メンバー） 

 

日本連全国幹事 大西豊さん（笹島日雇労働組合）の逝去を悼んで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・ILPS第7回総会でのパレスチナに関する特別決議 
 

以下は今年6月下旬にマレーシアで開催され、AWC日本連からの2名が参加した国際民衆闘争同盟（ILPS）

の第7回総会で特別決議として採択された「パレスチナに関する民衆宣言」です。この決議はパレスチナ人参

加者との討議を通して作成され、総会参加者全体で採択されました。（AWC国際事務局） 

 

パレスチナに関する民衆宣言 

ＩＬＰＳ第7回総会特別決議 
  

パレスチナの闘争は、パレスチナとその地域を支

配しようとするヨーロッパの入植者の植民計画とと

もに19世紀にさかのぼる。これは1917年のバルフ

ォア宣言によって制度化され、1948年のナクバに

おける民族浄化、資産没収、土地収奪、強制追放へ

の道を開いた。それは今日まで続いている。 

 民族浄化とパレスチナ人の根絶を続ける「イスラ

エル」の活動は、ヨルダン川西岸、ガザ、そして

1948年に占領された土地を含むパレスチナ全土で

体系的に行われている。その活動には、ヨルダン川

西岸の土地の40％と水の80％を支配するためのア

パルトヘイト・ウォール、入植地の建設、軍事地帯、

検問所が含まれる。加えて、シオニスト国家は、パ

レスチナ南部ナカブの先住民ベドウィンの土地の守

護者たちから土地を奪い、追放し続けている。民族

浄化のもうひとつの見過ごされている形態は、

1948年に占領された土地におけるパレスチナ人の

言語、文化的伝統、教育、景観、歴史に対する文化

的ジェノサイドである。 

 2007年以来、ガザのパレスチナ人は、国際法に

よって禁止されている武器が使用された6回の残酷な

戦争に耐えてきた。それ以来、シオニスト国家は、

イスラエルの「食料消費レッドライン」政策にもと

づくカロリー計算ダイエットの実施を含む、ガザ地

区の空・陸・海の完全な封鎖を実施してきた。10月

7日以来、こうした懲罰的措置は急増し、米国に支援

されたシオニスト国家によるガザへの執拗な爆撃と

相まって、ガザでは少なくとも数万人のパレスチナ

人が殉教し、さらに多くの負傷者や行方不明者が出

ている。2023年10月以来、イスラエルのジェノサ

イド・マシーンは、病院、学校、大学、インフラの

完全な産業規模の破壊、食料・水・燃料・避難所・

医薬品その他の生活必需品の拒否をもたらした。IPC

（総合的食料安全保障レベル分類）によれば、ガザ

の住民の100％が食料危機に直面しており、約50％

がステージＶの飢餓を経験している。「イスラエル」

4 月に急逝された大西豊さんを偲ぶ会が、6 月 1日に名古屋市

内のイーブルなごやで開かれました。偲ぶ会には、生前に様々な活

動をともにした 60人以上が参加しました。AWC日本連からも 2

名が参加して、在りし日の大西豊さんを偲びました。 

マイクが回ると「私は国際連帯が重要だから AWCに参加してい

る」と繰り返し語っておられた大西さんの言葉を紹介し、他の多く

の参加者の皆さんからも「大西さんは国際主義を大切にした人」

と、たくさんの知らなかったエピソードを聞くことができました。 

日雇労働者や野宿者の仲間とともに生き、多くの滞日外国人の

争議を闘い、勝利に導いた大西さん、安らかにお眠りください。 2016年 AWC第 4回総会での大西さん 
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はガザの人口密集地域と農村地域に7万5000トン以

上の爆発物を投下した。これは広島に使用された火

力の5倍以上である。 

 パレスチナ人の武装抵抗を通した10・7の最大の

成果の1つは、大衆の意識を高め、シオニストの主張

の弱点を後戻りできないところまで打ち固めたこと

だ。パレスチナの解放を求める闘いは、抑圧者と被

抑圧者、帝国主義独占資本と世界の人民のあいだの

国際的な闘争のまさに中心にある。それはまた、米

国とロシア・中国との対立を再燃させた。国際民衆

闘争同盟（ILPS）は自らの土地を解放するためのパ

レスチナ人民の闘争を無条件に支持する。 

 われわれ世界の人民は、パレスチナ人民の不屈の

精神を支持するために、以下の行動が即時にとられ

ることを要求する。 

 

・恒久的な停戦 

・UNRWA（国連パレスチナ難民救済事業機関）等

のすべての人道支援組織の活動再開を含む、人道

支援の無条件の入境のためのすべての国境の開放 

・米国、「イスラエル」、その他の場所にいるすべて

のパレスチナ人政治囚の釈放 

・すべての難民の帰還 

・ガザ地区の封鎖と制裁の恒久的な終結 

・武装抵抗、および、ジェノサイドを支持する「イ

スラエル」と多国籍企業に対するボイコット・投

資撤退・制裁（BDS）を含む、あらゆる形態のパ

レスチナ人の抵抗への支持の再表明 

・「イスラエル」の責任を問うための司法および民衆

法廷を通じた法的措置の追求 

・すべての共犯者の責任を問うための域外適用義務

の実施 さらに、国際人民闘争同盟とパレスチナ

人民抵抗運動は、世界の平和を愛する人民に対し

て、シオニスト・イスラエル国家とアメリカ帝国

主義によるパレスチナ人民に対する戦争犯罪と人

道に対する罪を問う国際民衆法廷（IPT）の開催を

支持することを求める。 

 パレスチナ人民と国際的な支援者によって支持さ

れているこの取り組みは、イスラエル・ネタニヤフ

政権とアメリカ帝国主義がパレスチナ人に対して犯

した、ジェノサイド（大量虐殺）、エコサイド（環境

破壊）、スコラスティサイド（教育制度の破壊）、戦

争の手段としての飢餓と窮乏の兵器化など、歴史的

不正と入植植民地主義に対して取り組むことを目指

している。この取り組みは、パレスチナ人の命を著

しく軽視した、アルジェ憲章および国際条約に定め

られた人道に対する罪に関して、彼らの責任を問う

ことを目的としている。 

 国際民衆法廷（IPT）は、米国、「イスラエル」、お

よび彼らの同盟国が、国連や国際刑事裁判所（ICC）、

国際司法裁判所（ICJ）など既存の機構に不当な政治

的影響力を及ぼしているなかで、シオニストの戦争

犯罪人とその帝国主義者の支援者たちに対する説明

責任を厳格に追及することで、被害者、生存者、提

言者、および民族正義・社会正義を求める運動のた

めの道徳的・政治的なプラットフォームとして機能

することになるだろう。 

 最後に、われわれは、川から海まで、イスラエル

の植民地主義とそのパレスチナ占領を終わらせると

いう呼びかけを再確認する。われわれは、パレスチ

ナ人民の民族解放およびすべてのパレスチナ難民・

亡命者の帰還を求め、すべての市民が平等な権利と

義務を享受する民主的パレスチナ国家の設立に向け

た正当な闘争を断固として戦闘的に支持する。 

 われわれはパレスチナ人民に敬意をもって挨拶を

送る。われわれはその抵抗に敬意をもって挨拶を送

る。われわれは抑圧された人民に連帯して立ち上が

る全世界のすべての人民に敬意をもって挨拶を送る。 

 

 団結した人民は決して負けない！ 

 国際連帯万歳！ 

 川から海まで、パレスチナは自由になる！ 

 

 

8.6広島・長崎 原爆投下79年 韓国メッセージ 

戦争と核をなくし平和を実現する行動 

 

○ 人類最悪の 核爆弾と放射能被ばくを経験した日韓 

米国が8月6日、広島と長崎に核爆弾を投下して79

年となった。（中略） 

広島と長崎で被ばくした韓国人は約7万～10万人

余り、死者は5万人余りと推定される。生き残った被

爆者4万3千人余りは解放後、故郷に戻ったが、被ば

く後遺症で苦しんだ末に死んでいった。生き残った被

ばく1世がおり、被ばく2世も先天性の異常や遺伝性

の疾患に苦しんでいる。韓国原爆被害者は韓米日政府

ILPS第7回総会 
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を相手取り、存在認定、調査、日米政府の責任認定と

謝罪、賠償・補償を要求してきた。被ばく2・3世に

対する対策はいまだない。都市は再建されたが、放射

能に被ばくした人々の苦痛は次代に引き継がれている。 

 

○ 帝国主義の秩序と核をめぐる競争は相変わらず 

日本は自分たちが犯した帝国主義侵略戦争に対して

きちんと反省しない。皮肉なことに、戦争には敗れた

が、敵国だった米国など世界の列強と強固なパートナ

ーシップを作って経済大国に成長した。平和憲法と呼

ばれる日本憲法第９条（国際紛争のための武力行使を

永久に放棄して国家交戦権を認めない）は、武器輸出

と米・日軍事同盟などで事実上形だけが残っている状

況だ。日本の米軍基地と自衛隊基地が増加し続け、軍

事基地化は日々強まっており、東アジアの平和を深刻

に脅かしている。日本は世界7位の武器輸入国であり、

最近は武器輸出に乗り出していると伝えられている。 

1969年、ロシア、アメリカ、中国、フランス、イ

ギリスなど5カ国は、自分たちだけが核兵器を保有す

ることを宣言した核拡散防止条約(NPT)を作った。人

類歴史で侵略戦争を最も頻繁に行った国々が、「核」

を使用しないが自分たちだけに核兵器保有と開発を許

可した。ベルギー、ドイツ、イタリア、オランダ、ト

ルコに米国戦術核が配備されている。核拡散防止条約

が結ばれて以降、様々な国が核兵器の開発を試み、パ

キスタン・インド・イスラエル・朝鮮民主主義人民共

和国は自ら核兵器を開発・保有している。  

スウェーデンの外交政策研究機関「ストックホルム

国際平和研究所」が6月に発表した「2024度年鑑」

によると、世界で使用可能な核兵器は9,585個だ。

2024年1月現在で、1位ロシア4,380個(-109)、2

位米国3,708個(0)、3位中国500個 (+90)、4位フ

ランス290個(0)、5位英国225個(0)だ。その他イ

ンド172個(+8)、パキスタン170個(0)、イスラエル

90個(0)、朝鮮民主主義人民共和国50個(+20)であ

る。新規に核弾頭が118個増加した。このうち米国

とロシアが全世界の核弾頭の90%を保有している。 

世界最大の軍事同盟体である北大西洋条約機構

NATOは、今年、冷戦終息後で最大規模の合同演習

に突入した。ロシア・ウクライナ戦争を口実に多国間

軍事同盟が強化され、戦争の危険はさらに大きくなっ

ている。ロシアのウクライナを侵略戦争が2年5ヶ月

を超えて続いており、中東ガザ地区ではイスラエル軍

のパレスチナ民衆虐殺が続いている。 

2024年の韓米合同演習は国連軍司令部の戦力供与

国のうち12カ国が参加する軍事演習で、尹錫悦政府

になってからさらに強化された。８月には北朝鮮の核

使用シナリオを前提とした軍事訓練を予定しており、

先制攻撃が強化された訓練だという。また、核兵器搭

載の戦略原子力潜水艦ケンタッキーが釜山港に寄港し

たのは、1992年の朝鮮半島「非核化宣言」で戦術核

兵器が撤収されて以来初めてだという。その他、米国

の核戦略爆撃機が清州空港を利用して軍事訓練を行う

など、朝鮮半島の軍事緊張も高まっている状況だ。 

 

○ 核兵器のもう一つの名前、核発電 

2024年6月の韓国水力原子力（原発運営会社）の

発表によると、世界で運営中の核発電所は33カ国で

合計416基だ。米国(94)、フランス(56)、中国(56)、

ロシア(36)、韓国(26)の順だ。 

米国スリーマイル核事故とチェルノブイリ核事故、

そして福島の核事故に至るまで大型核事故が発生した。

核爆弾よりも深刻な放射能汚染があり、現時点までに

元の状態に回復していない。実際、核発電所の事故は

核爆弾よりも威力的で致命的だ。  

国際核振興機構であるIAEAと日本政府は、2023

年から福島の核事故で発生した（発生し続けている）

核廃棄物134万トンを毎年数万トンずつ海に投棄し

ている。世界の416基から発生する核廃棄物と廃炉

決定した210基の核発電所に蓄積されている核廃棄

物が、対策なしに積み上げられ、海に捨てられたりす

ることもある。この核廃棄物は、我々が想像もできな

い量の放射性物質を含んでおり、最大100万年間完

全に隔離保管しなければならない。 

 

○ 死の疾走を止めろ 

韓国は主権を侵奪され、惨たらしい戦争を行ったが、

南北朝鮮の軍事緊張を緩和して平和を構築するために

適切に答えを見つけることができていない。（韓国は）

世界9位の武器輸出国、世界5位の核強国であり、軍

事力と核の力の増強で平和は守られない。 

核兵器と核発電はコインの両面だ。核技術は人類と

共存できない。核弾頭と戦争を前面に押し立てた力の

秩序は、罪のない人々の苦痛と死をもたらすだけであ

り、戦争の産物である核技術を利用した核発電は、放

射能汚染の災禍を隠蔽した欺瞞だ。広島と長崎の惨状

が無駄にならないように、私たちは一緒に戦争のない

世界、核のない世界をつくっていこう。核の技術と戦

争を放棄しないすべての国家と権力に対抗して闘い、

その闘いを止めないだろう。 

 

2024年8月6日 

AWC（反帝国主義・反戦平和アジア共同行動）韓国委員会
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 韓国東海岸
韓 国 の 核 ベ ル ト 地 帯

を巡る 

  「フクシマ報告」 
 

黒田節子 

（原発いらね！ふくしま女と仲間たち） 

 

■2024年9月3日～７日まで、韓国で、フクシマの

話をさせていただきました。それは、この7月にPさ

ん親子が来日、福島県にも来られて原発現地を案内

したご縁からでした。以下に、その報告と感想など。 

 

◎9月3日 成田発12:45→釜山着14:55。2時間で

そこは「外国」。世界規模で汚染する放射能や「地球

市民」という言葉がある時代にこの感覚はもはや相

当古いのだろうけど、まあ、それはしょうがない。

ボチボチと自己変革を図っていこう。Korean Air の

機内食はおおいに満足する（チューブ入りのコチュ

ジャンは自分のお土産に～）。 

ウォルソン原発のある慶州（キョンジュ）で、最

初の報告会。ブックカフェに集まってくれた人たち

は、熱心に話を聞いてくれた。皆でキンパをごちそ

うになったり、かわいい女の子から折り紙の牛をも

らった。この様な韓日交流がもしも多くの市民間で

日常的に可能ならば、言葉はよくわからなくともど

んなに平和で優しい社会ができるだろうかと思った。 

 

◎9月4日 ハンウル原発のあるウルチンでの報告会

会場は「ナヌムの家」。ただし、慰安婦問題で有名な

あの家ではなさそう。聞いてみれば、ナヌムとは

「分かち合い」の意味で一般的にも使われていると

のこと。原発を運営する「韓国水力原子力」という

会社が資金援助して作ったもの。原発立地でこの会

社が金を出していない施設はほとんどないという。 

部屋の天井にパワーポイントの映像を映し出して

の報告会。こういうのも悪くない。ウルチン～ヨン

ドク～ポハンと走って夜遅くに宿に帰る。Pさんに運

転の全てをやっていただきました。お疲れ様でした。 

 

◎9月5日 ３泊とも快適な宿を提供してくださった

Kさんの夫さんが眠る、山の家訪問。なかなかサバイ

バルな林道ドライブと、山仕事の見学。忙中山々の

自然あり。楽しいひとときでした。 

⇒ ポハンの東南、朝鮮半島の「虎の尾」にあたる九

龍浦の日本人家屋街見学。

大きな龍のいる公園の階段

の石柱120本は、最初日本

人の名が刻まれていたが、

敗戦後、セメントで名前は

塗りつぶされ、石柱は上下

逆にして立てられた（今日

では、忠魂閣建設の後援者

名になる）。歴史の爪痕がこ

こにも…。 

 

⇒ MBCテレビの

インタビュー。 

 

福島住民 『汚染水放出は犯罪だ、世界市民は連帯しよう』 
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⇒ ポハン生涯学習センターでの報告会は、民主労総

の組合員の方々や市民たち等50人の参加。 

◎9月6日  新幹線でソウル・光化門へ。運悪く前・

岸田総理の訪韓と重なって広場内は警備が多く、軍

隊がゾロゾロと歩いて来たのを私は初めて見て驚き

だった。徴兵制のある韓国。夕方に、日本から来た

男性が拘束されたとの情報が入る。名前を知ってい

る人だ。狙われていたか？間もなく解放されたが、

この時にAWCにもいろいろとお世話になったと思い

ます。ありがとうございました。 

⇒ 民主労総本部ビル（12F）での報告会。今回、労

組活動家にたくさん参

加してもらったが、労

組経験がほとんどない

私のパワーポイントと

説明をどのように感じ

られたか、大変気にな

るところです。 

◎9月7日 ソウルでの「気候は変えるな、社会を変

えよう！」２万人集会（気候正義行進）に参加。お

祭りのようでもあったが、それはすごいアツいもの

だった。なんせ、大通りの1車線だけを残し、他を埋

め尽くした座り込みの先頭と最後尾が見えないのだ

から！ かねてからいいなと思っていた歌手、リ・

ランのライヴを聞けたのもラッキー！（Kyちゃん、

教えてくれて 고마워요（ありがとう）。） 

オープンマイクでの発言を確保してもらっていて、

目標超えの３万人を前に発言。なかなかできない経

験をさせてもらいました。帰国のフライト時間が迫

り、デモ行進には出れずに残念。今回、通訳でいつ

も同行していただいた永谷さんはじめ、韓国のPさん

などたくさんの方の協力で「本当のフクシマ」を訴

えるミニツアーを無事終了することができました。

ここに、あらためてお礼を申し上げます。 

 

■朝鮮半島の過酷な歴史、厳しい抑圧と激しい闘い。

このアツさはそれを根っこにして鍛えられているか

らチガウのだろうか。日本との歴史を考えたときに、

加害者側が国として謝りも反省もしない中で、ひど

い目に遭わせてしまった人々に ‘学ぶ’ というのも

自己欺瞞の臭いがしないでもないが、人々のこのエ

ネルギーにはやはり感動する。 

「書を捨てて街に出よう！」という言葉が昔、学

生運動盛んな頃に流行ったようだが、今、再びそれ

をいう必要があるのではないか。日本人よ、勉強は

ほどほどにして（必要な時に ‘ネット検索’ すれば

いいヨ）、もっと目に見える運動を、街頭行動を！と、

私はやっぱり思ってしまう。 

 

世界中が見ている中で、9回目の汚染水放出が9月

に始まった。10月中旬まで7,800トンの放出という。

漁業者や市民は福島原発事故で大きな被害を被った

が、その上に汚染水放出とは新たな被害であり、そ

して海洋の全ての生命たちに対する加害、未来に対

する冒とくである。故意の加害者、国と東電を訴え

ソウル： ９0７気候正義行進に３万人の労働者・市民が参加 

AWC 韓国委員会な

どといっしょに汚染水

問題の街頭記者会見 

AWC 韓国委員会などが主催

した福島市民の講演を聞く会 
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た「ALPS裁判」をどうかご注目ください。 

 

さて、自民党の顔がまた変わった。どの顔になっ

てもひどいものだが、リベラルイメージに騙されて

いた人も多かった石破は、実は最もマズイのではな

いか。原発ゼロ発言もあったが、首相になったとた

んひっくり返した。カーボンニュートラルのために

再稼働と原発利活用をいう。さらなる軍事増強が始

まるだろう。すさまじい流れがまた加速する。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

9.7気候正義2万人集会オープンマイクでのアピール 

 

… 福島から参りました、『原発いらね！ ふくしま

女と仲間たち』の黒田節子です。福島の話をしに韓

国にお邪魔していました。今日は滞在最後の日で、

このような大きな集会で発言させていただき、カム

サ ハムニダ！ 

福島の汚染水のことです。 先月、すでに8回目の

放出がなされてしまいました。ごめんなさい！ごめ

んなさい！日本の市民、 福島の私たちが力及ばず こ

のようになってしまったことを、まずは皆さんに謝

らなければなりません 。 

あの戦争を反省しない日本国は、過酷なフクシマ

事故があってもウソをつき通しです。原発が爆発し

ても反省しないばかりか、3.11後せっかく止まって

いたのに、再稼働をあちこちで始めています。事実

の過小評価と隠蔽。マスコミ操作。日本は、IAEAに

たくさんお金を拠出しているので、結局は汚染水放

出を後押しする報告書を出させました。科学の名を

借りた原発マフィアの親分、IAEA、さすがです！ 

「汚染水は飲んでも大丈夫」と政府高官が言って

います。何ということでしょうか！ 海は生命の源。

私たちの子や孫に、世界の人々にとんでもない海を

残してしまうことになってしまいました。 

 

さて、放出しなければならない 合理的な理由は全

くありません。タンクがいっぱいになったというの

は嘘です。さらに大きなタンクを作ればいいのです。

石油備蓄基地が何十倍の大きな容量で数十年前から

稼働しています。原発立地町村は、過疎になってし

まいました。そもそも福島県は7割が山林です。廃炉

作業のために土地が必要だと？これも 白々しい嘘で

す。 廃炉って可能ですか？耳かき一つのデブリを取

り出すことさえ、何回も失敗している有様です。 

安全性の問題というより、「日本の原子力の根幹に

関わる問題だ」と信頼できる専門家は言っています。 

つまり、福島で流しておかないと再処理工場が稼働

できないからです。あるいはまた、「見えるところに

タンク群はまずいだろう。復興の邪魔だ」と官僚が

言っているそうです。何が何でも 福島で流せ、と政

府の掛け声。…それを、何とか1日も早く ストップ

させなければいけません。 

 

正月の能登地震は、M7以上。原発の足元で4mの

地盤隆起がありました。しかし、先輩たちの必死の

反対運動のおかげで、原発は動かすことができずに

いたのです。反対運動のおかげで、第二のフクシマ

は起きませんでした。市民運動は原発をストップさ

せてもいます！ 

市民の言うことには耳を傾けずとも、いつも外圧

に弱い日本の政府。皆さん、もっと圧力をかけてく

ださい。そして、私は韓国の皆さんのパワーをもら

い、市民運動について学んで行きます。 

 

人間の歴史がこのままで良いはずがありません。

「隔ての海」を「結びの海」にしていくために、共

に頑張りましょう。 

汚染水流すな！ 

原発即時停止！  

ありがとうございました。 

 

（9月6日ソウル光化門広場での日韓街頭記者会見文） 

 

福島の核汚染水は 

『作られた怪談』じゃない！ 

 -「安全な処理水」のほうが怪談だ！ 

 

 

尹錫悦（ユン・ソンニョル）政府は日本の福島核

汚染水放出1年を迎え、8月23日に報道官を通じて

「野党の『福島の怪談』、ウソの扇動は無責任な行動

だ。そのような扇動のせいで1兆6千億ウォンの予算

が投入されたのだから国民に謝罪すべき」と述べた。  
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日本政府と東京電力は、多核種除去設備（ALPS）

で処理した放射性核汚染水を100倍以上の海水で希

釈した「核処理水」のトリチウム濃度は1ℓ当たり最

大1500ベクレルで、世界保健機構（WHO）の飲料

水基準より6倍も低いと主張した。もしそれが事実な

ら、2011年の福島原発爆発事故以来12年間、「核

汚染水」をタンクに貯蔵·保管する理由はなかった。 

 

福島原発の敷地内に保管している高毒性放射性核

汚染水は、多核種除去設備（ALPS）処理を経たに

もかかわらず、70%に基準値以上の放射性物質が含

まれているという。日本政府と東京電力は、そのう

ち有意の31個の核種を基準値以内に希釈して流すと

主張しているが、人体に致命的なセシウム137、ス

トロンチウム90、トリチウム、プルトニウムなどに

ついては正確な正体をつかめていない。福島核汚染

水の投棄は明白な犯罪行為だ。 

 

日本の核汚染水の放出を支持した国際核マフィア

組織である国際原子力機関（IAEA）は、その結果に

対する政治的責任は日本にあると述べた。尹錫悦政

府はさらに、核汚染水の代わりに「処理水」と言い、

日本の東京電力から定期的に放出関連データの提供

を受けているとし、日本政府のスポークスパーソン

の役割を自任している。 

 

現在保存されている福島核汚染水は134万トンで、

毎日100トンが発生し、すべて放出するのに30年以

上かかるという。尹錫悦政府は、核汚染水が海流に

乗って韓国海域に本格的に流入する時期は4～5年後

であり、それまでは無条件に安全だという主張を展

開している。そのような論理こそ、政権任期中には

危険がないので大丈夫だという強弁であり、「怪談」

と「詭弁」である。何でもいいから言ってみようと

いう心積もりなのか。 

 

しかし、福島原発の爆発事故から13年が経ったが、

近隣地域は莫大な除染作業をしても依然として人が

住めない土地であり、数万人の住民は自分の故郷に

帰れないまま移住者として暮らしている。また、急

激に増加したガンの発病と関連して「311小児甲状

腺がん裁判」等、30を越える裁判が進行中だ。今回

訪韓した福島住民の黒田節子さんをはじめとする住

民の暮らしと福島がこれを生々しく証明している。 

 

- 尹錫悦政府と日本政府は、福島の「核汚染水」を

「処理水」だと言う怪談を中断せよ！ 

- 尹錫悦政府は、日本と東京電力の代弁者の役割をや

めよ！ 

- 日本政府は、核汚染水への投棄を直ちに中止せよ！ 

- 核マフィア集団である国際原子力機関（IAEA）は、

核汚染水の放出支持を撤回せよ！ 

 

2024年9月6日（金） 

 

日本福島住民、AWC韓国委員会、公共運輸現場活動

家会議、労働党、労働戦線、非正規労働者の家クル

チャム、イ・スガプ追慕会、全解闘、投機資本監視

センター、平等労働者会、浦項（ポハン）市民団体

連帯会議など10団体一同

  

 

 

 

 

 

 

アジア共同行動(AWC)日本連絡会議の会員になってください。 
 

アジア共同行動（AWC）は、1992年の自衛隊の初の海外派兵に反対して、アジア各地の民衆団体の参加で

開催した「日米軍事同盟と自衛隊の海外派兵に反対する国際会議」で発足しました。アジア規模で反戦平和・

国際連帯を推進する民衆団体の国際ネットワークです。 

 

◆年会費（１口）個人 1000円、団体 3000円      ◆郵便振替口座 00180-0-722944 

◆口座名「アジアキャンペーン委員会」 

◆各地の AWCでも一緒に活動してくださる方を求めています。 


